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Abstract: The aim of this study was to evaluate weekly sports programs with a focus on children’s 
continued participation.
The subjects were 44 boys and girls from the third to fifth grades of elementary school residing in 
Ward Z, Tokyo, who participated in a sports project held in Ward Z.
The results were as follows:
1. Attendance decreased for presentations in front of others and events that children viewed nega-
tively.
2. Some children were unable to continue participation after team changes or even single occurrences 
of trouble with other children.
3. Year-long weekly activities succeeded in securing a certain number of participants. Suggested rele-
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た。期間は 2018年 6月 6日から 2019年 2月 27日
の毎週水曜日に 16時から 17時までの 60分間で行わ
れ，実施場所は Z区総合スポーツセンターであった。
対象は Z区在住の小学校 3年生から 5年生までの男女






















































































































































児の 3名で，出席数の低かった下位 3名は P児が 8回，
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は子ども同士の人間関係に細心の注意を払う必要があ
るといえる。
5．ま と め
本研究の目的は，東京都 Z区で実施されているス
ポーツ事業に参加をした小学校 3年生から 5年生の男
女 44名を対象に，子どもの継続参加に着目した週一
回のスポーツプログラムについて検討することであっ
た。その結果，「指導者・子ども（参加者）・スポーツ」
の視点から以下の 3点が示唆された。
（1）スポーツの視点から，人前で発表をすることや
子どもから否定的に捉えられる種目では出席数が低下
してしまうということが明らかになり，活動内容や取
り扱う種目についてはよく吟味する必要があること。
（2）子ども（参加者）の視点から，チーム変更や
たった一度の子ども同士のトラブルをきっかけに今ま
で参加をしていた子どもでも継続参加ができなくなっ
てしまうという事実があり，子ども同士の人間関係に
ついては特に配慮する必要があること。
（3）指導者の視点から，年間を通した週一回の活動
においては子どもに対する指導者の肯定的なかかわり
及び，子ども同士の肯定的なかかわりによってある一
定の参加数を確保することができ，そういったかかわ
りが子どもたちにとってスポーツプログラムを継続す
るための要因になる可能性があること。
最後に本研究では，子どもの継続参加に着目した週
一回のスポーツプログラムについて検討するために，
先行研究の知見を踏まえ，子どもたちが様々な運動経
験ができるように活動を行ったが子どもの運動能力へ
の影響を検討することはできなかった。以上が今後の
研究課題であるが，本研究は一つの事例であり今後さ
らなる追従研究が必要になることは確かである。
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7．注
注 1） 当該の減少日は，運動会，遠足，宿泊行事等の学校
行事と重なった場合に参加者が少なくなる傾向が
あると思われる。そこで筆者らは可能な範囲で各学
校の年間行事を確認した。その結果，10月及び 12
月に運動会や宿泊行事があった小学校は 5校で
あったが，本実践の日程と重なっているかまでは確
認できなかった。しかし，学校行事による事前の欠
席連絡は受けていない。そのことによりスポーツ事
業の出席数と学校行事に大きな因果関係はないも
